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Ⅰ．目 的 

本稿では，支援者の声かけとスライムを用いた触覚活動に

よる学習支援が，知的障害生徒及び健常生徒の皮膚電位活動

である皮膚電位水準（SPL）や皮膚電位反射（SPR）に及ぼす

効果を検討することを目的とした。 
Ⅱ．方 法 

１．対象生徒と支援者 

知的障害のある 16 歳の男子生徒２名(特別支援学校高等部

１年生) 及び通常学校に在籍する健常の 16 歳の男子生徒２名

(高等学校１年生)を対象とした。知的障害生徒２名は，身の

回りの簡単な言語での指示がほぼ理解できた。支援者は，筆

者（特別支援学校での勤務経験 21 年）である。 
２．学習期間及び時間・場所 

20XY 年 11 月～12 月の間，生徒４名に関して A 県 B 特別支

援学校において，9:40～10:30 の時間内で，計３試行ずつ実施

した。生徒の右斜め前方からのビデオカメラの動画記録によ

り，画像資料を収集した。１回の実施時間は約 16 分であった。 
３．皮膚電位測定 
 皮膚電位計（株式会社スキノス製，SPN-02）を用いて，エ

クリン汗腺の活動を反映する SPL 及び SPR を測定することで，

緊張，不安，興奮，リラックス，睡眠深度などの覚醒水準な

どに伴う自律神経活動の変動を定量し，心理的反応を捉える

ことにした。一般的に SPR 波形は興奮性が高まるにつれて陽

性成分が発現する。また，SPL 値が高くなると，覚醒・緊張

方向へ向かう。左手首（２箇所：記録電極と設置電極）と左

腕部分（記録電極）に合計３箇所の電極（スキノス製）を貼

り，電極を十分に皮膚に馴染ませる時間を約 40 分確保してか

ら計測を開始した。計測値は電極から導出された電位をアナ

ログ信号として電位計に取り込み，１秒毎のフーリエ解析を

行い，デジタル信号に変換し表示した。表示した実測値は１

分間あたりの発汗量，mg/min で示した。 
４．手続き 
１試行のスケジュールは，①初期測定３分 → ②支援者の

声かけ１分 → ③声かけ後測定３分 → ④スライムを触る１

分 → ⑤スライム後測定 ３分 → ⑥声かけ１分 → ⑦スライ

ムを触る１分 → ⑧声かけ・スライム後測定３分の順で実施

された。知的障害生徒２名と健常生徒２名において，一日に

１試行とし，各生徒３試行を行い，SPL 及び SPR を記録した。 
声かけは，事前に支援者の声かけを設定するのではなく，

試行時の生徒の実態に合わせて声かけを行った。スライムは，

手にベトつかない柔らかさや量の配分とし（最初に水 100cc
と洗濯糊 100cc を混ぜ合わせ，次にホウ砂２g を水 100cc で溶

かしたものを混ぜ合わせた），スライムの色の影響を除外す

るため，無色透明のスライムを使用した。倫理上の配慮とし

て，本研究は国立大学法人鳴門教育大学人を対象とする医学

系研究等に関する倫理審査委員会の承認に基づき実施された。 
５．分 析 
（1）生徒４名における３試行の①～⑧について，SPL 及び

SPR の平均値を算出し，SPL 及び SPR の変動を見るために，

初期測定①の値を 100 とした時の②～⑧のそれぞれの値（変

動率）を算出した。実験スケジュール④と⑦のスライムを触

る活動では，アーチファクト混入により分析から除外したた

め，表示していない。さらに，知的障害生徒及び健常生徒の

SPL 及び SPR の変動率の差異については，各測定時において，

t 検定を用いた。 
（2）知的障害生徒と健常生徒の試行内における SPL 及び SPR
の変動率の差異について検討するため，二元配置分散分析を

行った。有意差が認められた場合，Bonferroni法による多重比

較検定を実施した（IBM SPSS Statistics（Ver.26）を使用）。 
Ⅳ．結果と考察 

知的障害生徒と健常生徒の SPL と SPR の各６試行の平均値

の変容をそれぞれ図１と図２に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SPL の分散分析結果から，⑧声かけ・スライム後は，他の

５つの測定項目よりも有意に低い（p<0.001）ことが示された。

両生徒において，スライム活動によりリラックス状態に誘導

され情緒は安定し，その効果は活動を繰り返すことで増して

いくことが明らかとなった。声かけでは，覚醒水準の上昇が

みられ，健常生徒では声かけ後には低下しリラックス状態に

なり，繰り返しでその効果が大きくなることが認められた。

また，声かけとスライム活動を反復することにより，両生徒

ともに落ち着いた状態になることが強く示唆された。SPR の

分散分析結果は，生徒別において主効果が見られることを示

した（p<0.001）。しかし，測定項目別では主効果が見られず，

交互作用には，有意な差が見られなかった。また，知的障害

生徒において，スライムを触った後の SPL 値が低下し SPR 値

が上昇することが特徴的であった。つまり，スライムを触る

ことにより，その直後の計測時では，リラックス効果が働く

だけではなく，交感神経活動が促進され，覚醒状態が高まり，

同時に注意力も向上したのではないかと省察される。このこ

とは，皮質レベルが関与する（スライムを触る）ことにより，

高感緊張が高まり，閾値が正常なレベルまで下がり，感覚が

鋭くなってくるのではないかと考えられる。今後，声かけ活

動時の生徒の皮膚電位活動の詳細な変容を分析していきたい。 
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初期測定①の平均実測値 
知的：0.093 mg/min 
健常：0.059 mg/min 
 
※変動率の差異について，

項目②は知的障害生徒が 
健常生徒よりも有意に低

く，項目③～⑧は有意に 
高かった（p<0.001）。 

初期測定①の平均実測値 
知的：0.0079 mg/min 
健常：0.0065 mg/min 
 
※変動率の差異について，

項目②と⑥は知的障害生 
徒が健常生徒よりも有意 
に低く，項目⑧は有意に 
高かった（p<0.001）。 

図１．知的障害生徒と健常生徒の SPL の変容 

図２．知的障害生徒と健常生徒の SPR の変容 
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